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Ⅴ．特記事項 

 

1．身延山大学介護実務者研修 

 本学では、タブレット端末等を用いた通信教育による介護実務者研修（身延山大学介護

福祉士実務者学校）を平成 29年度より開講している。学習は「パソコン・タブレット・ス

マホ端末機等」の通信機器を使用して行い、スクーリングで登校するのは 7日間（「介護過

程Ⅲ」5日間、「医療的ケア演習」2日間）である。入学時期は年 8 回のコース制であり、1

コースにつき定員 25 名（2名以上の申し込みで実施）でスクーリングを含めて 6か月間の

教育期間が設けられている。実務者研修には原則 450時間の研修を義務付けており（但し

有資格者には免除科目がある）、実務 3年に満たない初任者や、実務未経験者でも実務者研

修は受講可能である。なお、本学では一般社団法人 KJK（旧・一般社団法人介護福祉士実

務者研修センター）に加盟し、活動している。 

 

2．認知症カフェ（オレンジカフェ身延山） 

 本学学生が主体となり、平成 29年度より（プレオープンは平成 28 年 11 月）日蓮宗総本

山身延山久遠寺門前町の元旅館の建物を借用して、月 1回（年 10 回）認知症カフェ「オレ

ンジカフェ身延山」を運営している。参加学生は福祉学専攻学生のみならず日蓮学専攻学

生も参加している。認知症カフェとは、認知症の方やその家族、地域住民、医療・福祉の

専門職等が集い、お茶を飲みながら楽しく過ごす場所になる。全国各地で実施されるよう

になっているが、大学生が中心となって認知症カフェの運営を行うのは本学のオレンジカ

フェ身延山が全国でも初の事例である。そのことが評価されて朝日新聞厚生文化事業団で

実施している「ともにつくる認知症カフェ開設応援助成」の対象に選定され、平成 29 年度

より令和 2年 3月まで 3 年間支援を受けた。オレンジカフェ身延山の利用対象について制

限はなく、参加費 100 円で参加することができる。平成 30年 9月より、オレンジカフェ身

延山において地元の子供たちへの学習支援活動も併せて開始した。これにより、本学学生

と子供たちや高齢者等の地元住民との交流を生み出している。なお、オレンジカフェ身延

山における学習支援活動については『朝日新聞』の平成 31 年 2月 6日山梨版に記事として

紹介された。 

  


